
『
日
本
霊
異
記
」
に
お
け
る
類
話
と
在
地
伝
承
の
問
題

山
　
口
　
敦
　
史

　
　
一
、
は
じ
め
に

　
『
日
本
霊
異
記
』
に
多
数
の
類
話
が
あ
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て

い

る
。
類
話
を
ど
う
考
え
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
諸
説
あ
る
。
そ
れ
は

『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
素
材
の
収
集
方
法
や
、
編
纂
方
法
に
か
か
わ

る
問
題
な
だ
け
に
、
『
日
本
霊
異
記
」
の
本
質
を
考
え
る
上
で
、
重
要

に

な

っ

て
く
る
。

　
た
だ
、
類
似
の
基
準
を
ど
こ
に
置
く
か
で
、
説
話
の
分
類
が
違
っ
て

く
る
の
で
、
類
話
の
分
類
は
研
究
者
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の

に

な

っ

て
い

る
。
本
稿
で
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
く
類
話
V
概
念
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
に
つ
い
て
諸
説
を
検
討
、
考
察
し
て
み
た
い
。

ま
た
類
話
の
問
題
を
考
え
る
際
に
、
説
話
の
も
と
に
な
る
お
話
の
原
型

（
の

よ
う
な
も
の
）
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
を
持
た
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
そ
こ
で
研
究
概
念
と
し
て
近
年
提
唱
さ
れ
る
〈
在
地
伝
承
〉

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
も
、
＝
疋
の
考
察
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
。

　
　
二
、
『
日
本
霊
異
記
』
類
話
の
論
理

　
武

田
祐
吉
氏
は
、
そ
の
著
者
の
中
で
、
「
ほ
と
ん
ど
同
l

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

を
①
か
ら
⑧
ま
で
に
分
類
し
て
い
る
。

e
武
田
祓
吉
説

　
　
①
他
の
者
を
盗
用
し
て
、
牛
と
な
つ
て
使
は
れ
る
話
－

の

説
話
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
…
上
1
0
、

　
上

2
0
、
中
9
、
中
1
5
、
中
3
2

②
腸
腰
の
苦
を
救
つ
て
、
そ
の
家
に
伴
は
れ
て
行
つ
て
、
饗
応
を

　
受
け
る
話
…
…
上
1
2
、
下
2
7

③
僧
徒
な
ど
を
嘲
つ
て
口
の
ゆ
が
む
話
…
…
上
1
9
、
中
1
8
、
下
2
0

④
死
ん
で
地
獄
に
赴
き
、
生
き
返
つ
て
そ
の
も
や
う
を
語
る
話
…
…

　
上

3
0
、
中
7
、
下
9
、
下
2
2
、
下
2
3

⑤
蛇
に
呑
ま
れ
よ
う
と
し
た
蛙
を
助
け
る
た
め
に
、
そ
の
妻
と
な

　

る
こ
と
を
約
束
し
て
放
さ
せ
、
そ
の
後
、
命
を
救
つ
て
や
つ
た
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蟹
の
た
あ
に
、
婚
姻
を
迫
つ
て
来
る
蛇
の
難
を
免
れ
る
話
：
…
．

　
　

中
8
、
中
1
2

　
　
⑥
貧
し
い
女
が
、
仏
像
を
信
仰
す
る
こ
と
に
依
つ
て
、
食
事
を
要

　
　
　
す
る
場
合
に
、
そ
れ
が
給
せ
ら
れ
、
そ
れ
は
信
仰
す
る
仏
の
与

　
　
　
へ
た
も
の
で
あ
る
話
…
…
中
1
4
、
中
3
4

　
　
⑦
仏
像
が
盗
ま
れ
て
、
痛
い
痛
い
と
声
を
出
し
て
盗
人
を
顕
す
話
・
：
・
：

　
　
　
中
2
2
、
中
2
3

　
　
⑧
地
獄
か

ら
呼
び
に
来
た
鬼
に
飲
食
を
与
へ
て
、
鬼
が
そ
の
お
礼

　
　
　
に
代
り
の
人
を
連
れ
て
行
く
話
…
…
中
2
4
、
中
2
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
じ

　
原

田
行
造
氏
の
類
話
分
類
、
荒
川
聡
美
氏
の
類
話
分
類
は
さ
ら
に
詳

細
で
あ
る
。

e
原
田
行
造
説

　
　
①
地
獄
説
話

　
　

（
1
）
現
世
地
獄
説
話
…
…
上
1
1
、
上
2
7
、
中
1
0

　
　

（
2
）
二
重
因
果
説
話
…
…
下
2
2
、
下
2
3

　
　

（
3
）
鬼
賂
説
話
…
…
中
2
4
、
中
2
5
、

　
　
②
腸
腰
諦
経
説
話
…
…
下
1

　
　
③
法
華
経
冒
涜
説
話
…
…
上
1
9
、
中
1
8
、
下
2
0

　
　
④
牛
身
説
話

　
　

（
1
）
父
母
牛
身
説
話
…
…
上
1
0
、
中
1
5

　
　

（
2
）
寺
院
関
係
牛
身
説
話
…
…
上
2
0
、
中
9
、
中
3
2

⑤
来
福
説
話

（
1
）
食
物
給
付
説
話
…
…
中
1
4
、
中
4
2

（
2
）
寺
院
財
銭
説
話
…
…
上
2
0
、
中
9
、
中
3
2

⑥
僧
迫
害
説
話
…
…
上
1
5
、
上
2
9
、
中
1
、
中
3
5
、
下
1
4
、
下
1
5
、

　
下
33

⑦
蟹
報
恩
説
話

…
…
中
8
、
中
1
2

⑧
閣
膿
報
恩
説
話
…
…
上
1
2
、
下
2
7

⑨
観
音
霊
験
帰
郷
説
話

…
…
上
6
、
上
1
7

⑩
仏
像
・
仏
画
感
応
説
話
…
…
上
3
3
、
中
3
7
、
下
1
0

⑪
発
光
霊
験
説
話

…
…
上
4
、
上
1
4
、
上
2
2
、
下
3
0

⑫
仏
像
盗
難
説
話
…
…
中
2
2
、
中
2
3

⑬
薬
師
利
益
説
話
…
…
下
1
1
、
下
1
2
、
下
2
1

⑭
漂
流
利
益
説
話
…
…
下
2
5
、
下
3
2

e
荒
川
聡
美
説

　
　
①
冥
界
説
話

…
…
上
5
、
上
3
0
、
中
5
、
中
7
、
中
1
6
、
中
1
9
、

　
　
　
中
2
4
、
中
2
5
、
下
9
、
下
2
2
、
下
2
3
、
下
2
6
、
下
3
0
、
下
3
5
、

　
　
　
下

3
6
、
下
3
7

　
　
②
蘇
生
説
話

…
…
上
5
、
上
3
0
、
中
5
、
中
7
、
中
1
6
、
下
2
2
、

　
　
　
下

2
3
、
下
2
6
、
下
3
0

　
　
③
業
火
悪
死
説
話

…
…
上
H
、
上
1
6
、
上
2
7
、
中
1
0

　
　
④
経
典
霊
験
説
話
…
…
上
8
、
上
1
4
、
上
1
8
、
中
6
、
中
1
5
、
中

　
　
　
1
9
、
中
2
0
、
下
4
、
下
6
、
下
1
0
、
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下

1
2
、
下
1
3
、
下
2
1

⑤
法
華
経
冒
涜
説
話
…
…
上
1
9
、
中
1
8
、
下
1
8
、
下
2
0

⑥
僧
侶
迫
害
説
話

…
…
上
1
5
、
上
1
9
、
上
2
9
、
中
1
、
中
7
、
中

　

H
、
中
1
8
、
中
3
5
、
中
4
0
、
下
1
4
、
下
1
5
、
下
2
0
、
下
2
4
、
下

　
33

⑦
高
僧
放
光
説
話
…
…
上
4
、
上
1
4
、
上
2
2

⑧
行
基
説
話

…
…
上
5
、
中
2
、
中
7
、
中
8
、
中
1
2
、
中
2
9
、

　
中
3
0

⑨
仏
像
霊
験
説
話
…
…
中
1
7
、
中
2
1
、
中
2
2
、
中
2
3
、
中
2
6
、
中

　

2
8
、
中
4
2
、
下
1
7
、
下
2
8

⑩
観
音
菩
薩
霊
験
説
話
…
…
上
6
、
上
1
7
、
上
3
1
、
中
3
4
、
中
3
6
、

　

中
3
7
、
下
3
、
下
7
、
下
1
2

⑪
吉
祥
天
女
霊
験
説
話
…
…
中
1
3
、
中
1
4

⑫
妙
見
菩
薩
霊
験
説
話

…
…
上
3
4
、
下
5
、
下
3
2

⑬
薬
師
仏
霊
験
説
話
…
…
中
3
9
、
下
1
1

⑭
弥
勒
菩
薩
霊
験
説
話
…
…
中
2
3
、
下
8
、
下
2
8

⑮
釈
迦
如
来
霊
験
説
話
…
…
上
3
2
、
下
2
5

⑯
絵
仏
霊
験
説
話

…
…
上
3
3
、
上
3
5

⑰
化
牛
説
話
…
…
上
1
0
、
上
2
0
、
中
9
、
中
1
5
、
中
3
2
、
下
2
6

⑱
動
物
迫

害
・
殺
生
説
話
…
…
上
1
1
、
上
1
6
、
上
2
1
、
中
5
、
中

　

1
0
、
中
4
0
、
下
2

⑲
放
生
説
話

…
…
上
7
、
中
5
、
中
8
、
中
1
2
、
中
1
6

⑳
動
物
報
恩
説
話
…
…
上
7
、
中
8
、
中
1
2
、
中
1
6

⑳
鰯
腰
説
話
…
…
上
1
2
、
下
1
、
下
2
7

⑳
強
力
説
話
…
…
上
3
、
中
4
、
中
2
7

⑳
不
幸
説
話

…
…
上
2
3
、
上
2
4
、
中
3

⑳
異
類
婚
説
話
…
…
上
2
、
中
1
3
、
中
3
3
、
中
4
1

⑳
異
常
出
生
説
話
…
…
上
2
、
上
3
、
中
3
1
、
下
1
9
、
下
3
1

⑳
貧
女
得
幸
説
話
…
…
中
1
4
、
中
2
8
、
中
3
4
、
中
4
2

⑳
不
焼
霊
験
説
話
…
…
上
3
3
、
中
3
7
、
下
1
0

⑳
病
気
治
癒
説
話
…
…
上
8
、
下
1
1
、
下
1
2
、
下
2
1
、
下
3
4

⑳
転
生
説
話

…
…
上
1
0
、
上
2
0
、
中
9
、
中
1
5
、
中
3
2
、
下
2
、

　
下

2
4
、
下
3
8
、
下
3
9

　
武

田
氏
は
、
類
話
の
多
さ
を
「
十
分
な
選
択
が
為
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ

た
」
と
あ
る
よ
う
に
否
定
的
に
捉
え
て
い
る
。
武
田
説
で
は
二
十
三
話

が
類
話

と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
原
田
氏
は
、
類
話
の
配
置
は
意
図
的
な

も
の
と
捉
え
、
「
因
果
応
報
の
理
の
確
か
さ
を
一
層
強
調
し
よ
う
と
す

る
方
針
を
打
ち
出
す
」
と
述
べ
る
。
原
田
氏
は
四
十
八
話
の
認
定
、
荒

川
聡
美
氏
は
一
六
三
話
を
類
話
と
し
て
分
類
し
て
い
る
。
こ
れ
は
話
の

重
複
が
相

当
数
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
上
5
」
は

F①
冥
界
説
話
」
と
「
⑧
行
基
説
話
」
に
分
類
さ
れ
、
「
上
3
0
」
は
「
①

冥
界
説
話
」
で
あ
り
「
②
蘇
生
説
話
」
で
も
あ
り
、
そ
し
て
、
「
上
o
o
」

は

「
④
経
典
霊
験
説
話
」
で
あ
り
、
「
⑳
病
気
治
癒
説
話
」
で
も
あ
る
、

と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
日
本
霊
異
記
』
内
で
類
話
を
明
確
に
認
定
す
る
こ
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と
は
困
難
を
伴
う
。
『
日
本
霊
異
記
』
に
な
ぜ
類
話
が
頻
出
す
る
か
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

つ
い

て

は
、
先
行
学
説
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

a
武
田
祐
吉

（霊
異
記
に

類
話
が
多
い

こ
と
に
つ
い
て
）
r
こ
れ
は
本
書
の
内
容
を
、

狭
い
も
の
に
す
る
こ
と
に
与
つ
て
を
り
、
全
体
の
説
話
の
数
ほ
ど
に
は
、

違
っ
た
種
類
の
も
の
が
無
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
、
本
書
は
、

十
分

な
選
択
が
為
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
と
い
へ
よ
う
」

　
　
　
　
ひ
じ

b
小
島
理
禮

r景
戒
の

手
に

入
っ
た
直
接
の
状
態
は
断
定
で
き
な
い
で
も
、
こ
の

『
日
本
霊
異
記
』
の
成
立
の
背
後
に
唱
導
の
発
達
、
つ
ま
り
職
業
的
な

説
話
管
理
者
の
語
り
が
あ
つ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
推
測
す
る
に
、
誤
り
は

あ
る
ま
い
と
思
う
」

c
原
田
行
造

「
類
話
を
並
列
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
単
調
さ
よ
り
も
、
類
似
内

容
の
説
話
を
次
々
に
配
列
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
因
果
応
報
の
理
の
確

か

さ
を
一
層
強
調
し
よ
う
と
す
る
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
に
極
め
て
強

い

関
心
を
抱
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　

d
鈴
木
景
二

rい
ろ
い
ろ
な
契
機
で
在
地
の
法
会
を
勤
め
た
官
大
寺
僧
は
、

そ

こ
で

説
話

を
語
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
本
来
そ
の
地
に
根
づ
い
て
い
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
法
会
開
催
に
あ
た
っ
て
檀
越
か
ら
僧

へ
提
示

さ
れ
筆
録
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
法
会
終
了
後
、
そ

の

メ
モ
は
僧
の
手
許
に
残
り
彼
と
と
も
に
移
動
し
、
彼
ら
の
帰
京
に
よ
っ

て

南
都
の
官
大
寺
に
集
積
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
薬
師
寺
の
景
戒
が
そ
れ

ら
を
も
と
に
編
纂
し
た
も
の
が
『
日
本
霊
異
記
』
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

彼

ら
は
、
伝
統
も
縁
起
も
な
い
寺
堂
に
屈
請
さ
れ
た
時
に
は
、
他
所
で

得
た

説
話
を
読
み
換
え
て
提
供
し
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
説
話
の

交
通
で

あ
り
類
型
化
で
あ
っ
た
」

　
　
　
　
　
ニ
ソ

e
寺
川
眞
知
夫

「
類
話
が
時
と
所
を
へ
だ
て
た
奇
事
と
し
て
く
り
か
え
し
現
れ
る
こ
と

は
本
書
を
通
読
す
る
者
の
教
化
の
た
め
に
有
効
で
あ
っ
た
。
」
「
因
果
の

理
法
が
働

き
、
仏
菩
薩
の
聖
霊
の
い
ま
す
か
ら
に
は
、
日
本
の
過
去
に

お

け
る
霊
異
は
現
在
に
お
け
る
同
じ
条
件
の
も
と
で
起
こ
る
。
か
く
知

り
、
か
く
信
じ
た
時
、
そ
れ
は
我
が
身
の
鑑
と
な
り
え
る
。
そ
う
し
た

こ
と
を
考
慮
し
て
、
景
戒
は
雑
然
の
感
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
類
話
の
時
代

順
配
列
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」

　
武

田
氏
の
説
で
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
は
未
整
理
の
ま
ま
の
雑
然
と

し
た
草
稿
、
と
い
う
よ
う
な
性
格
に
な
る
。
し
か
し
、
上
中
下
巻
の
そ

れ
ぞ

れ
に

内
容
と
密
着
し
た
序
文
を
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

ほ
ぼ
時
代
順
の
配
列
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
『
霊
異
記
』
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を
「
十
分
な
選
択
が
為
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
」
も
の
と
は
考
え
に
く
い
o

　
そ

の

よ
う
な
中
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
折
口
信
夫
・
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

島
理
禮
ほ
か
が
提
唱
す
る
、
説
話
と
唱
導
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。
中

村
史
氏
は
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
各
説
話
を
、
「
標
題
」
　
F
素
体
」
「
説
示
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
1
1
1
つ
に
区
分
し
て
把
握
す
る
説
を
出
し
て
い
る
。
説
話
の
お
話
そ
の

も
の
で
あ
る
「
素
体
」
が
僧
侶
の
唱
導
に
よ
り
「
説
示
」
を
加
え
ら
れ
、

の

ち
（
お
そ
ら
く
）
編
者
に
よ
っ
て
「
標
題
」
を
も
付
与
さ
れ
る
、
と

い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
広
く
支
持
を
受
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
「
素
体
」
を
ど
う
考
え
る
か
に
つ
い
て
、
注
目
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
鈴
木
景
二
氏
の
前
述
の
意
見
で
あ
ろ
う
。

F官
大
寺
僧
」
が
地
方
の
「
法
会
」
で
参
加
者
に
語
る
た
め
の
「
メ
モ
」

が
作
成

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
本
来
そ
の
地
に
根
づ
い
て
い
た

も
の
」
と
は
「
地
名
起
源
説
話
」
だ
と
す
る
。
あ
る
土
地
固
有
の
「
説

話
」
を
筆
録
し
て
、
そ
の
メ
モ
を
他
の
地
域
で
流
用
し
て
、
固
有
名
な

ど
を
変
更
し
な
が
ら
同
じ
話
を
す
る
。
そ
う
し
て
た
ま
っ
た
メ
モ
が

『
日
本
霊
異
記
』
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
よ
っ
て
『
日
本
霊

異
記
』
に
は
類
話
が
多
い
、
と
い
う
理
由
と
な
る
。
こ
の
、
　
〈
土
地
固

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
の
説
話
〉
が
「
在
地
伝
承
」
と
近
年
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
「
類
話
」
の
研
究
が
『
霊
異
記
』
の
構
成
（
「
標
題
」

r素
体
」
「
説
示
」
）
と
関
わ
り
う
る
契
機
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
た

だ
問
題
は
、
　
〈
特
定
の
土
地
〉
の
「
説
話
」
を
ど
う
考
え
る
か
と

い

う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
特
定
の
「
山
」
な
り
「
池
」
な
り
「
谷
」
な

り
に
人
間
が
畏
怖
の
念
・
畏
敬
の
念
を
持
つ
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

そ

し
て
、
そ
の
「
山
」
や
F
池
」
や
「
谷
」
に
霊
的
な
も
の
・
神
秘
的

な
も
の
の
存
在
を
感
知
す
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
か

ら
、
特
定
の
結
構
を
持
つ
「
説
話
」
を
形
成
す
る
に
は
大
き
な
距
離
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
北
條
勝
貴
氏

は
、
景
戒
が
採
取
し
た
「
素
体
」
に
つ
い
て
、
「
在
地

と
の
関
係
も
問
い
う
る
が
、
原
説
話
と
し
て
の
結
構
が
ど
の
段
階
で
成

立

し
た
か
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
」
と
述
べ
、
コ
見
盤

石
に

映
る
〈
書
か
れ
た
も
の
〉
の
事
実
性
は
、
実
は
、
極
め
て
曖
昧
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
　

つ
脆
弱
な
基
般
皿
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
鈴
木
氏

の

言

う
「
メ
モ
」
「
地
名
起
源
説
話
」
の
と
ら
え
方
の
単
純
さ
を
批
判

し
た
言
と
し
て
読
め
る
。
首
肯
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
北
條
氏
は
、
化
牛
譜
に
つ
い
て
分
析
し
、
F
素
体
」
に
景
戒
が
漢
籍
・

仏
典
の
影
響
に
よ
る
改
変
を
行
っ
た
可
能
性
を
論
じ
て
い
る
。
そ
う
な

る
と
、
「
素
体
」
は
海
外
の
文
献
の
影
響
を
受
け
て
筆
録
さ
れ
た
も
の
、

と
い
う
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
〈
類
話
〉
関
係
は
『
霊
異
記
』

内
だ
け
で
は
な
く
、
海
外
と
日
本
と
の
間
に
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

　
現
時
点
で
は
稿
者
は
、
寺
川
氏
の
説
に
い
ち
ば
ん
魅
力
と
説
得
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

感

じ
て
い
る
。
『
日
本
霊
異
記
』
の
宗
教
書
と
し
て
の
性
格
か
ら
見
て
、

仏
法
の
真
理
が
場
所
や
時
間
を
超
越
し
て
現
出
し
た
、
と
い
う
考
え
方

に

な
る
こ
と
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。
そ
の
〈
超
越
〉
は
日
本
国
内
の
場
合

も
あ
る
し
、
国
を
超
え
て
、
と
い
う
場
合
も
あ
り
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
〈
在
地
伝
承
〉
と
神
仏
習
合
説
話

　
そ

こ
で
、
一
般
的
に
は
『
日
本
霊
異
記
』
内
で
の
〈
類
話
〉
関
係
を

指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
、
下
巻
第
二
十
四
縁
に
つ
い
て
、
し
ば
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

V
考
え
て
み
た
い
。

　
　

【
標

題
】
修
行
の
人
を
妨
ぐ
る
に
依
り
て
、
猴
の
身
を
得
し
縁

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
第
二
十
四

　
　

【素
体
】
近
江
国
野
州
郡
の
部
内
の
御
上
の
嶺
に
、
神
社
有
り
。

　
　
み

名
は
随
我
の
大
神
と
日
す
。
封
六
戸
を
依
せ
奉
る
。
社
の
辺
に

　
　
堂
有

り
。
白
壁
の
天
皇
の
御
世
の
宝
亀
年
中
に
、
其
の
堂
に
居
て

　
　
住

り
し
大
安
寺
の
僧
恵
勝
、
暫
の
頃
修
行
せ
し
時
に
、
夢
に
人
語

　
　
り
て
言
は
く
、
r
我
が
為
に
経
を
読
め
」
と
い
ふ
。
驚
き
覚
め
て

　
　
念
ひ

怪

し
び
き
。
明
く
る
日
に
、
小
き
白
き
猴
、
現
に
来
り
て
言

　
　
は
く
、
r
此
の
道
場
に
住
り
て
、
我
が
為
に
法
華
経
を
読
め
」
と

　
　
云

ふ
。
僧
問
ひ
て
言
は
く
「
汝
は
誰
そ
」
と
い
ふ
。
猴
答
へ
て
言

　
　

は
く
、
F
我
は
東
天
竺
国
の
大
王
な
り
。
彼
の
国
に
修
行
の
僧
の

　
　
従
者
数
千
所
有

り
。
農
業
を
怠
る
。
［
数
千
と
は
千
余
数
の
数
千

　
　
な
り
。
］
因
り
て
我
制
め
て
『
従
者
多
き
こ
と
莫
れ
』
と
言
ひ
き
。

　
　
其
の
時
我
は
、
従
の
衆
多
な
る
を
禁
め
て
、
道
を
修
す
る
こ
と
を

　
　
妨
げ

ず

あ
り
き
。
道
を
修
す
る
こ
と
を
禁
め
ず
と
錐
も
、
従
者
を

　
　
妨

ぐ
る
に
因
り
て
、
罪
報
と
成
る
。
後
生
に
此
の
彌
猴
の
身
を
受

　
　
け
て
、
此
の
社
の
神
と
成
る
。
故
に
、
斯
の
身
を
脱
れ
む
が
為
に
、

　
　
此
の
堂
に

居
住
せ
り
。
我
が
為
に
法
華
経
を
読
め
」
と
い
ふ
。
言

は

く
、
F
然
ら
ば
供
養
を
行
へ
」
と
い
ふ
。
時
に
、
禰
猴
答
へ
て

日
は
く
「
本
よ
り
供
ふ
べ
き
物
無
し
」
と
い
ふ
。
僧
の
言
は
く
、

F此
の

村
に

籾
多
有
り
。
此
を
我
が
供
養
の
料
に
充
て
て
、
経
を

読

ま
し
め
よ
」
と
い
ふ
。
禰
猴
答
へ
て
言
は
く
、
r
朝
庭
の
臣
、

我
に

睨

ふ
。
而
る
を
典
レ
ル
主
有
り
て
、
己
が
物
と
念
ひ
て
、
我

に

免

さ
ず
。
我
恣
に
用
ゐ
ず
」
と
い
ふ
。
［
典
れ
る
主
と
は
、
即

ち
彼
の
神
社
の
司
な
り
。
］
僧
の
言
は
く
、
F
供
養
無
く
は
、
何
す

れ
ぞ

経

を
読
み
奉
ら
む
」
と
い
ふ
。
禰
猴
答
へ
て
言
は
く
、
F
然

ら
ば
、
浅
井
郡
に
諸
の
比
丘
有
り
て
、
六
巻
抄
を
読
ま
む
と
す
る

が
故

に
、
我
其
の
知
識
に
入
ら
む
」
と
い
ふ
。
［
浅
井
の
郡
と
は
、

同
じ
国
の
内
に
有
る
郡
な
り
。
六
巻
抄
と
は
、
是
れ
律
の
名
な
り
。
］

此
の

僧
怪
し
と
念
ひ
て
、
禰
猴
の
語
に
随
ひ
て
、
往
き
て
檀
越
の

山
階
寺
の
満
預
と
日
ふ
大
法
師
に
告
げ
て
、
猴
の
眺
へ
し
語
を
陳

ぶ
。
其
の
檀
越
の
師
、
受
け
ず
し
て
言
は
く
、
r
此
は
猴
の
語
な

り
0
我
は
信
と
せ
じ
、
受
け
じ
、
聴
さ
じ
」
と
い
ふ
0
即
ち
抄
を

読
ま
む
と
し
て
、
設
を
為
す
頃
に
、
堂
童
子
と
優
婆
塞
と
公
心
々
ぎ

走

り
来
た
り
て
言
は
く
、
r
小
き
白
猴
、
堂
の
上
に
居
り
。
纏
見

れ

ば
、
九
間
の
大
堂
什
る
る
こ
と
微
塵
の
如
し
。
皆
悉
に
折
れ
推

け
ぬ
。
仏
像
皆
破
れ
、
僧
坊
も
皆
什
れ
た
り
」
と
い
ふ
0
見
れ
ば

誠
に

告
げ
し
が
如
v
に
、
既
に
悉
に
破
れ
損
ふ
。
檀
越
僧
に
日
ひ

て
、
更
に
七
間
の
堂
を
作
る
。
彼
の
陥
我
の
大
神
と
題
名
せ
る
猴

の

語

を
信
じ
、
同
じ
く
知
識
に
入
れ
て
、
願
へ
る
所
の
六
巻
抄
を

　
　
　
し
か
し
な
が
ら

読

み
、
　
井
　
ら
大
神
の
願
ふ
所
を
成
し
き
。
然
し
て
後
、
願
の
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了
る
に
至
る
ま
で
、
都
て
障
難
無
か
り
き
。

　
　

（
説

示
】
夫
れ
善
道
を
修
す
る
を
妨
ぐ
る
億
は
、
禰
猴
と
成
る
報

　
　
を
得
む
。
故
に
僧
の
勧
催
は
、
猶
し
妨
ぐ
べ
か
ら
ず
。
悪
報
を
得

　
　
む

が
故
な
り
。
往
昔
、
過
去
の
羅
、
国
王
と
作
り
し
時
に
、
l
の

　
　
独
覚
を
制
め
て
、
乞
食
せ
し
め
ず
。
境
に
入
る
こ
と
得
ず
し
て
、

　
　
七

日
の
頃
飢
ゑ
し
め
き
。
此
の
罪
報
に
依
り
て
、
羅
喉
羅
、
生
ま

　
　
れ
ず

し
て
六
年
、
母
の
胎
中
に
在
り
き
と
者
へ
る
は
、
其
れ
斯
れ

　
　
を
謂
ふ
な
り
。

　

こ
の
話
を
「
標
題
」
　
F
素
体
」
「
説
示
」
に
分
け
る
と
、
「
説
示
」
は

F僧
の
出
家
を
妨
害
す
る
な
」
と
い
う
主
張
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

F素
体
」
に
も
そ
の
要
素
は
ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
様
々

な
要
素
が
入
っ
て
い
る
。

　
そ

こ
で
「
神
身
離
脱
」
の
要
素
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
こ
の
思
想

は

中
国
の
「
宮
亭
湖
廟
（
邦
亭
湖
廟
）
説
話
」
の
影
響
だ
と
い
う
説
が

　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

支
持
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
亭
湖
廟
説
話
は
、
『
出
三
蔵
記
集
』
s
u
十
1
i
l
　
（
大
正
蔵
五
十
五
、

九
五

b
）
、
『
集
神
集
三
宝
感
通
録
』
巻
下
（
大
正
蔵
五
十
二
、
四
＝
二

b
）
、
『
法
苑
珠
林
』
巻
第
五
十
七
（
大
正
蔵
五
十
三
、
七
l
九
c
）

『
高
僧
伝
』
巻
一
、
安
清
伝
（
大
正
蔵
五
十
、
三
二
三
b
～
c
）
、
『
太

平
広
記
』
第
二
九
五
な
ど
に
あ
る
。
ま
た
、
『
冥
報
記
』
上
巻
1
1
「
陳

厳
恭
」
、
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
巻
中
、
神
力
篇
「
宮
亭
湖
神
」
「
清

虐
」
に
も
登
場
す
る
。
『
冥
報
記
』
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
は
『
日
本

霊
異
記
』
上
巻
序
文
に
書
名
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
撰
述
者
景
戒
が
実

見
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
当
然
、
宮
亭
湖
の
説
話
も
認
識
し
て
い

　
　
　
　
　
に
　

た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
慧
咬
の
『
高
僧
伝
』
安
清
伝
を
挙
げ
る
。

　
　
　
高
遊
二
化
中
国
一
宣
経
事
畢
。
値
二
霊
帝
之
末
関
雛
擾
乱
一
。
乃

　
　
振
二
錫
江
南
一
。
云
我
当
下
過
盧
山
度
中
昔
同
学
上
。
行
達
二
鄭
亭
湖

　
　
廟
一
。
此
廟
旧
有
二
霊
威
l
o
商
旅
祈
祷
乃
分
レ
風
上
下
各
無
二
留

　
　
滞
一
。
嘗
有
下
乞
二
神
竹
一
者
上
。
未
レ
許
輌
取
。
肪
即
覆
没
。
竹
還
二

　
　
本
処
一
。
自
レ
是
舟
人
敬
揮
莫
レ
不
二
憬
影
　
。
高
同
旅
三
十
飴
船
奉

　
　
レ
牲
請
レ
福
。
神
乃
降
祝
日
。
船
有
二
沙
門
一
可
二
便
呼
上
一
。
客
鍼

　
　
驚
愕
。
請
レ
高
入
レ
廟
。
神
告
レ
高
日
。
吾
昔
外
国
与
レ
子
倶
出
家

　
　
学
道
。
好
行
二
布
施
一
。
而
性
多
二
瞑
怒
　
。
今
為
二
邦
亭
廟
神
一
周

　
　
廻
千
里
並
吾
所
レ
治
。
以
二
布
施
一
故
珍
玩
甚
豊
。
以
二
瞳
志
一
故
堕
二

　
　
此
神
報
一
。
今
見
二
同
学
一
悲
欣
可
レ
言
。
寿
尽
二
旦
夕
一
。
而
醜
形

　
　
長
大
。
若
於
レ
此
捨
レ
命
稜
二
汚
江
湖
一
。
当
レ
度
二
山
西
沢
中
一
。
此

　
　
身
滅
後
恐
堕
二
地
獄
一
。
吾
有
二
絹
千
疋
井
雑
宝
物
一
。
可
三
為
立
レ

　
　
法
営
レ
塔
使
レ
生
二
善
処
一
也
。
高
日
。
故
来
相
度
何
不
レ
出
レ
形
。

　
　
神
日
。
形
甚
醜
異
衆
人
必
灌
。
高
日
。
但
出
衆
人
不
レ
怪
也
。
神

　
　
従
二
床
後
一
出
レ
頭
。
乃
是
大
麟
。
不
レ
知
二
尾
之
長
短
一
。
至
二
高
膝

　
　
辺
一
。
高
向
レ
之
梵
語
数
番
讃
唄
数
契
。
麟
悲
涙
如
レ
雨
須
奥
還
隠
。

　
　
高
即
取
二
絹
物
一
辞
別
而
去
。
舟
侶
揚
レ
帆
。
麟
復
出
レ
身
登
レ
山
而

　
　
望
。
衆
人
挙
レ
手
然
後
乃
滅
。
條
忽
之
頃
便
達
二
豫
章
一
。
即
以
二

　
　
廟
物
i
造
二
東
寺
一
。
高
去
後
神
即
命
過
。
暮
有
二
一
少
年
一
。
上
レ

　
　
船
長
二
脆
高
前
一
受
二
其
呪
願
一
。
忽
然
不
レ
見
。
高
謂
二
船
人
一
日
o

　
　
向
之
少
年
。
即
鄭
亭
廟
神
。
得
レ
離
二
悪
形
一
　
。
於
レ
是
廟
神
歌
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末
無
二
復
霊
験
一
。
後
人
於
二
山
西
沢
中
一
見
二
一
死
蜂
一
。
頭
尾
数

里
。
今
薄
陽
郡
蛇
村
是
也
。
高
後
復
到
二
広
州
一
。
尋
二
其
前
世
害
レ

己
少
年
一
。
時
少
年
尚
在
。
高
経
至
二
其
家
一
。
説
二
昔
日
償
対
之

事
一
。
井
叙
二
宿
縁
一
。
歓
喜
相
向
云
。
吾
猶
有
一
饒
報
［
。
今
当
下

往
二
会
稽
一
畢
上
レ
対
。
広
州
客
悟
二
高
非
一
レ
凡
。
訟
然
意
解
追
二
悔

前
葱
一
。
厚
相
資
供
。
随
レ
高
東
遊
遂
達
二
会
稽
一
。
至
便
入
レ
市
o

正
値
二
市
中
有
一
レ
乱
。
相
打
者
誤
著
二
高
頭
一
応
レ
時
限
レ
命
o
広
州

客
頻
験
二
二
報
一
。
遂
精
二
勲
仏
法
一
旦
ハ
説
二
事
縁
一
。
遠
近
聞
知
莫
レ

不
二
悲
働
一
。
明
二
三
世
之
有
一
レ
徴
也
。
高
既
王
種
西
域
賓
旅
。
皆

呼
為
二
安
侯
一
。
至
レ
今
猶
為
レ
号
焉
。
天
竺
国
自
称
レ
書
為
二
天
書
一
。

語
為
二
天
語
一
。
音
訓
誰
養
与
レ
漢
殊
異
。
先
後
伝
訳
多
致
二
謬
濫
一
。

唯
高
所
レ
出
為
二
群
訳
之
首
一
。
安
公
以
為
。
若
及
二
面
稟
一
不
レ
異
レ

見
レ
聖
。
列
代
明
徳
鹸
賛
而
思
焉
。
余
訪
二
尋
衆
録
一
。
紀
二
載
高

公
一
互
有
二
出
没
一
。
将
以
二
権
跡
隠
顕
一
応
廃
多
端
。
或
由
二
伝
者

紙
　
一
致
レ
成
二
乖
角
一
。
轍
備
二
列
衆
異
一
。
庶
或
可
レ
論
。
案
釈
道

安
経
録
云
。
安
世
高
以
下
漢
桓
帝
建
和
二
年
至
二
霊
帝
建
寧
中
一
二

十
鈴
年
上
訳
二
出
三
十
飴
部
経
一
。
又
『
別
伝
』
云
。
晋
太
康
末
。

有
二
安
侯
道
人
一
。
来
二
至
桑
垣
一
。
出
レ
経
寛
封
三
函
於
寺
一
云
後

四

年
可
レ
開
レ
之
o
呉
末
行
至
二
楊
州
一
。
使
下
人
貨
二
一
箱
物
一
以
買
中

一
奴
上
。
名
福
善
。
云
是
我
善
知
識
。
乃
将
レ
奴
適
二
豫
章
一
。
度
二

邦
亭
廟
神
一
。
為
立
レ
寺
寛
。
福
善
以
レ
刀
刺
二
安
侯
脅
一
。
於
レ
是

而
終
。
桑
垣
人
廻
発
二
其
所
レ
封
函
一
財
理
自
成
レ
字
云
。
尊
二
吾
道
一

者
居
士
陳
慧
。
伝
二
禅
経
一
者
比
丘
僧
会
。
是
日
正
四
年
也
。
又

　
　
庚
仲
雍
『
荊
州
記
』
云
。
晋
初
有
二
沙
門
安
世
高
一
度
二
鄭
亭
廟
神
一
。

　
　
得
二
財
物
一
立
二
白
馬
寺
於
荊
城
東
南
隅
一
。
宋
臨
川
康
王
『
宣
験

　
　
記
』
云
。
麟
死
二
於
呉
末
一
。
曇
宗
『
塔
寺
記
」
云
。
丹
陽
瓦
官

　
　
寺
。
晋
哀
帝
時
沙
門
慧
カ
所
レ
立
。
後
有
二
沙
門
安
世
高
一
。
以
二

　
　
鄭
亭
廟
齢
物
一
治
レ
之
o
　
（
大
正
蔵
五
十
、
三
二
三
b
～
三
二
四
a
）

　
宮
亭
湖
廟
説
話
の
内
容
は
、
中
国
・
江
西
省
に
あ
る
宮
亭
湖
に
怪
物

が
出
現
し
旅
人
を
害
す
る
の
で
、
安
清
が
そ
の
ふ
る
ま
い
を
諌
め
る
と
、

繊
悔

し
て
昇
天
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
怪
物
の
前

世

は
人
間
で
、
安
清
の
同
学
で
あ
っ
た
が
、
怒
り
っ
ぽ
い
性
格
で
あ
っ

た
た
め
、
死
後
、
大
蛇
と
し
て
転
生
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
同

学
と
い
う
の
は
安
清
の
前
世
の
と
き
の
同
学
で
、
安
清
が
刺
殺
さ
れ
て

安
息
王
の

太
子
と
し
て
転
生
す
る
と
、
同
学
も
転
生
し
て
大
蛇
に
な
る
。

つ

ま
り
前
世
で
は
人
間
同
士
だ
っ
た
の
が
、
死
後
の
転
生
で
は
「
人
間

（高
僧
）
」
対
「
大
蛇
」
と
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で

「高
僧
」
（
1
1
仏
教
）
の
教
化
に
よ
り
「
大
k
s
」
　
（
．
．
土
着
の
神
）
が

屈
服
す
る
、
と
い
う
図
式
で
は
あ
る
が
、
全
体
の
枠
組
み
は
仏
教
の
教

説
で

あ
る
因
果
応
報
・
輪
廻
転
生
の
論
理
が
横
溢
し
て
お
り
、
高
僧
と

大
s
c
　
（
－
土
着
の
神
）
が
互
角
に
渡
り
合
う
要
素
な
ど
は
微
塵
も
な
い

こ
と
は
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
従
来
の
説
で
は
、
こ
れ
は
〈
神
仏
習
合
〉
説
話
の
ひ
と
つ
の
現
れ
、

と
い
っ
た
言
い
方
を
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
も
と
も
と
い
た
土
着
の

神
が
新
興
勢
力
で
あ
る
「
仏
」
と
対
決
す
る
、
と
い
う
の
で
は
な
く
、

r仏
」
へ
の
屈
服
は
最
初
か
ら
意
図
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
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る
。　

佐
野
誠
子
氏
は
宮
亭
湖
廟
説
話
を
史
実
と
見
立
て
て
、
そ
の
実
体
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　

な
時
代
を
考
証
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
実
態
的
に
考

え

る
の
は
不
可
能
で
、
あ
く
ま
で
、
安
清
は
転
生
と
い
う
形
で
ど
の
時

代
に
も
現
れ
、
宮
亭
湖
の
神
を
何
度
も
済
度
す
る
、
と
見
た
ほ
う
が
よ

い
o
こ
れ
は
、
類
話
が
何
度
も
顕
現
す
る
世
界
認
識
で
あ
る
と
い
う

『
霊
異
記
』
の
類
話
の
あ
り
方
と
類
似
し
て
く
る
。

　
ま
た
、
「
素
体
」
が
類
似
（
ま
た
は
同
じ
）
で
あ
っ
て
も
、
「
説
示
」

「
標
題
」
が
編
者
の
手
に
よ
っ
て
編
纂
・
編
集
さ
れ
る
と
、
そ
の
説
話

は
ち
が
う
主
題
と
な
る
。

四
、
ま
と
め

　
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
い
て
「
類
話
」
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
は
、

説
話
の
持
つ
本
質
的
な
性
格
と
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
類

話

は
日
本
国
内
に
お
い
て
は
、
時
間
・
地
域
を
超
越
し
て
仏
の
真
理
が

顕
現
す
る
奇
瑞
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
国
内
で
の
論
理
で
、

こ
れ
が
「
唐
」
「
天
竺
」
に
拡
大
さ
れ
た
展
開
と
し
て
も
見
ら
れ
る
。

実
際
、
中
巻
第
二
十
四
縁
の
楢
磐
嶋
の
説
話
で
は
、
「
大
唐
の
徳
玄
」

の

事
跡

（『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
救
護
篇
）
と
引
き
比
べ
て
い
る
。

　
在
地

伝
承
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
る
一
定
の
型
を
持
っ
た
〈
素

体
〉
が
地
域
に
確
固
な
も
の
と
し
て
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

〈
素
体
〉
は
地
域
の
必
要
に
応
じ
て
用
意
さ
れ
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し

い

〈説
示
〉
が
付
与
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

残

さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
日
考
え
て
い
き
た
い
。

（注
）

　
（
1
）
　
武
田
祐
吉
「
解
説
」
（
『
日
本
霊
異
記
』
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞

　
　

社
、
一
九
五
〇
年
）
。
以
下
同
じ
。

　
（
2
）
　
原
田
行
造
「
霊
異
記
説
話
の
成
立
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
日
本
霊
異

　
　

記
の
新
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
八
四
年
）
。
以
下
同
じ
。

　
（
3
）
　
荒
川
聡
美
「
話
型
か
ら
見
る
『
日
本
霊
異
記
』
の
説
話
配
列
」
（
「
古

　
　

代
研
究
」
第
四
十
七
号
、
早
稲
田
古
代
研
究
会
、
二
〇
一
四
u
r
l
　
l
月
）
o

　
　
以
下
同
じ
。

　
（
4
）
　
左
記
の
論
考
の
ほ
か
に
、
上
田
設
夫
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
類
話

　
　
　
の
論
理
」
（
『
古
代
説
話
の
論
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
四
年
）
、
伊
藤
由

　
　

希
子

「
『
日
本
霊
異
記
』
に
お
け
る
類
話
の
意
義
」
（
「
上
代
文
学
」
第

　
　
　
1
0
1
u
l
e
、
　
1
1
0
0
八
年
十
一
月
）
な
ど
が
あ
る
。

　
（
5
）
　
小
島
理
禮
「
日
本
霊
異
記
と
唱
導
文
芸
」
（
「
國
學
院
雑
誌
」
第
五
十

　
　

九
巻
第
六
号
、
一
九
五
八
年
六
月
）
。

　
（
6
）
　
鈴
木
景
二
「
都
鄙
間
交
通
と
在
地
秩
序
ー
奈
良
・
平
安
初
期
の
仏
教

　
　

を
素
材
と
し
て
－
」
　
（
r
日
本
史
研
究
」
第
三
七
九
号
、
一
九
九
四
年
三

　
　

月
）
O

　
（
7
）
　
寺
川
眞
知
夫
「
序
文
・
文
体
・
説
話
配
列
か
ら
み
た
『
霊
異
記
』
」

　
　
　
（
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
の
研
究
』
和
泉
書
院
、
一
九
九
六
年
。
初

　
　

出
は
一
九
七
八
年
）
。

　
（
8
）
　
折
口
信
夫
は
『
日
本
霊
異
記
』
を
「
唱
導
の
目
的
で
集
め
ら
れ
た
逸

　
　

話
集
」
と
す
る
（
「
国
文
学
の
発
生
（
第
四
稿
）
」
『
折
口
信
夫
全
集
』

　
　

第
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
。
初
出
は
一
九
二
七
年
）
。

　
（
9
）
　
中
村
史
『
日
本
霊
異
記
と
唱
導
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
五
年
）
。
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説
話
文
学

を
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
観
点
は
、
今
成
元
昭
「
説
話
文
学

　
　
試
論
」
（
『
論
纂
説
話
と
説
話
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
九
年
）
に

　
　
見
ら
れ
る
。

（
9
）
　
研
究
用
語
と
し
て
の
「
在
地
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の

　
　
と
し
て
、
岩
瀬
博
「
西
日
本
の
在
地
信
仰
」
（
『
講
座
日
本
の
伝
承
文
学
』

　
　
8
、
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。
藤
本
誠
『
古
代
国
家
仏

　
　
教

と
在
地
社
会
ー
日
本
霊
異
記
と
東
大
寺
諏
請
文
稿
の
研
究
ー
』
（
吉

　
　
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
は
注
目
す
べ
き
研
究
成
果
。

（
1
）
　
北
條
勝
貴
「
説
話
の
可
能
態
ー
『
日
本
霊
異
記
』
堕
牛
謹
の
ナ
ラ
テ
ィ

　
　
’
b
－
」
　
（
r
歴
史
評
論
」
第
六
六
八
号
、
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）
。

（
1
2
）
　
渡
部
亮
一
「
奇
事
の
配
置
1
『
日
本
霊
異
記
』
を
書
く
と
い
う
実
践
ー
」

　
　
（
r
古
代
文
学
」
第
四
十
三
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
、
同
F
r
知
る
」
者

　
　
た
ち
の
テ
キ
ス
ト
ー
『
日
本
霊
異
記
』
ー
」
（
「
日
本
文
学
」
第
五
十
四

　
　
巻
五
号
、
二
〇
〇
五
年
五
月
）
な
ど
。

（
1
3
）
　
荒
川
（
3
）
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
下
2
4
は
「
⑥
僧
侶
迫
害
説
話
」

　
　
と
「
⑳
転
生
説
話
」
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。

（
1
）
　
引
用
は
、
中
田
祝
夫
校
注
『
日
本
霊
異
記
』
（
新
編
日
本
古
典
文
学

　
　
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
五
年
）
。
以
下
同
じ
。

（
1
）
　
寺
川
眞
知
夫
「
神
身
離
脱
を
願
う
神
の
伝
承
ー
外
来
伝
承
を
視
野
に

　
　
入
れ
て
ー
」
（
「
仏
教
文
学
」
第
十
八
号
、
一
九
九
四
u
r
l
l
l
月
）
、
寺
川

　
　
眞
知
夫

「
稲
荷
大
社
の
縁
起
と
神
仏
習
合
」
（
「
朱
」
第
五
十
号
、
伏
見

　
　
稲
荷
大
社
発
行
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）
、
北
條
勝
貴
「
東
晋
期
中
国
江

　
　
南
に
お
け
る
く
神
仏
習
合
V
言
説
の
成
立
ー
日
中
事
例
比
較
の
前
提
と

　
　
し
て
－
」
　
（
根
本
誠
二
・
宮
城
洋
一
郎
編
「
奈
良
仏
教
の
地
方
的
展
開
』

　
　
岩

田
書
院
、
二
〇
〇
二
年
）
、
北
條
勝
貴
「
中
国
に
お
け
る
神
仏
習
合
－

　
　
六
朝
期
江
南
に
お
け
る
原
型
の
成
立
と
展
開
ー
」
（
「
皇
學
館
大
学
研
究

　
　
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
第
一
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
吉
田
一
彦

　
　
F
多
度
神
宮
寺
と
神
仏
習
合
」
（
梅
村
喬
編
『
古
代
王
権
と
交
流
4
伊
勢

　
　
湾
と
古
代
の
東
海
』
名
著
出
版
、
一
九
九
六
年
）
、
吉
田
一
彦
『
古
代

　
　
仏
教
を
よ
み
な
お
す
』
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
1
6
）
　
拙
稿
「
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
か
ら
見
た
『
日
本
霊
異
記
』
1
神

　
　
身
離
脱
説
話
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
五
十
二
号
、
大

　
　
東
b
／
化
大
W
　
1
1
0
＝
二
年
二
月
）
で
一
部
論
じ
た
。

（
1
）
　
古
代
日
本
の
神
身
離
脱
説
話
・
神
仏
習
合
説
話
と
い
わ
れ
る
記
事
が
、

　
　
F
我
れ
神
身
を
稟
け
て
、
苦
悩
甚
だ
深
し
。
仏
法
に
帰
依
し
て
、
以
て

　
　
神
道
を
免
れ
ん
こ
と
を
思
う
」
（
『
類
聚
国
史
』
巻
第
百
八
十
、
諸
寺
、

　
　
天
長
六
年
三
月
乙
未
条
。
本
文
は
黒
板
伸
夫
・
森
田
悌
編
『
日
本
後
記
』

　
　
集
英
社
、
二
〇
〇
1
1
1
u
r
）
、
r
吾
宿
業
に
因
り
て
、
神
と
な
り
て
固
に
久

　

　
し
o
今
、
仏
道
に
帰
依
し
、
福
業
を
修
行
せ
む
と
欲
へ
ど
も
、
因
縁
を

　
　
得
ず
」
（
「
藤
氏
家
伝
』
下
巻
、
武
智
麻
呂
伝
。
本
文
は
沖
森
卓
也
ほ
か

　
　
『
藤
氏
家
伝
注
釈
と
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
と
あ
る
こ

　
　
と
に
注
目
し
た
い
。

（
1
8
）
　
佐
野
誠
子
「
宮
亭
湖
と
仏
教
」
（
「
桃
の
会
論
集
」
六
集
、
桃
の
会
発

　
　
行
、
　
1
1
0
1
1
1
1
u
r
十
月
）
o

【
附
記
】
本
稿
は
、
古
代
文
学
会
例
会
（
二
〇
一
六
年
四
月
二
日
、
共
立
女

　

子
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
に
加
筆
・
補
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
発

　

表
時
に
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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